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1. 目的 

風力発電施設については、騒音等による生活環境への影響を未然に防止するた

め、設置に当たっては、音源特性や計画地周辺の状況を十分に調査するとともに、

環境に及ぼす影響を事前に予測し、その影響をできる限り回避・低減するための

適切な評価の実施が求められる。 
そこで、風力発電施設の構造や設置場所等の特性を考慮し、発生する騒音等の

調査、予測及び評価を適切に行うための手法について検討するため、風力発電施

設から発生する騒音等の評価手法に関する検討会（以下「検討会」という。）を

開催する。 
 
2. 検討内容 

風力発電施設から発生する騒音等の調査、予測、評価の手法の検討 
風力発電施設の設置を計画する際に実施すべき騒音等の調査、予測及び評価の

手法について検討を行う。 
 
3. 組織等 

(1) 検討会は、学識経験者等のうちから水・大気環境局長が招集する者をもって

構成する。 
(2) 検討会に水・大気環境局長が指名する座長を置き、座長は検討会の会務を総

理する。 
(3) 検討会の座長に事故があるとき等において座長の職務を代行するため、検討

会に座長代行を置き、座長の指名によりこれを定める。なお、検討会において

特別な事項を検討する必要がある場合には、必要に応じて学識経験者等、検討

事項に関連ある者を出席させることができる。 
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4. 会議の公開等 
(1) 本検討会は原則として公開とする。会議の公開に当たり、会議の円滑かつ静

穏な進行を確保する観点から、入室人数の制限その他必要な制限を課するこ

とができるものとする。 
(2) 本検討会における配付資料は、会議終了後原則として公開するものとする。

ただし、公開することにより、公正かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすお

それがある資料又は特定の者に不当な利益若しくは不利益をもたらすおそれ

のある資料は「検討会限り」である旨明記し、非公開とすることができるも

のとする。 
(3) 議事録は、公開するものとする。なお、議事録の作成に当たっては、当該会

議出席者の了解を得るものとする。 
(4) 上記(1)及び(3)の規定にかかわらず、特段の理由により会議及び議事録を非公

開とする場合には、その理由を明示するとともに、議事要旨を公開するもの

とする。 
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